
2025-04 

当院では下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情

報等を研究目的に利用又は提供することを希望されない場合は、下記のお問い合わせ先にお問い合

わせください。 

研究課題名 術中透視による LP シャント、脊椎側カテーテル先端形態の最適

化 

研究責任者 湖東記念病院 脳神経外科 後藤幸大 

分担研究者 湖東記念病院 脳神経外科 井上卓郎 

研究の対象 研究実施期間に湖東記念病院 脳神経外科において顔面痙攣の治

療を行った 174 例。 

研究目的・概要 腰部クモ膜下腔と腹腔を連結する LP シャント術 (lumbo-

peritoneal shunt:LPS)は正常圧水頭症などに対して行われてい

る。術後合併症の一つに下肢神経痛(根症状)があり原因として脊

椎側カテーテルの神経根接触が推定されてきたが、その機序は十

分に解明されていない。術中透視の導入によってカテーテル先端

の位置異常を回避し神経痛発生を予防できるかを後方視的に解

析、検証した。 

研究実施期間 2022 年 6 月 1 日から 2024 年 12 月 31 日 

研究に用いる情報の種類 当院で施行された LP シャント 117 例の患者のカルテ記録、画像

記録を使用する。 

外部への提供 ― 

個人情報の取り扱い 使用する情報から個人情報を削除し連結可能匿名化を行います。

また、研究成果は学会等で発表する可能性がありますがその際に

も個人を特定できる情報が公表されることはありません。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問

い合わせください。 

また、利用を拒否したい場合には下記の連絡先までお申し出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありませ

ん。 

2025 年 10 月 

お問合せ先 ： 湖東記念病院 脳神経外科 

研究責任者 ： 後藤幸大 

電話番号  ： 0749-45-5000（代表） 

 


